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伊勢市の情報をお届けします

広報

 ☎２１- ５７０７（健幸ポイント専用）
 ☎２１- ５６１１（地域連携係）
 ☎２１- ５５８３（包括支援係）

２０- ８５５５

地域包括ケア推進課
　いくつになっても自分らしく生き生きとした生活を送るた
めには、健康を維持することが大切です。市では皆さんの健
康づくりを応援するため「いせ健幸ポイント」を始めます。
　体を動かすことが少ない人、運動に興味がない人、「いせ
健幸ポイント」にチャレンジして、健康とポイントを手に入
れましょう！！

　歩数計（無料進呈）を着けてのウォーキングや、市が指定
するプログラムへの参加、健康診断の受診など、健康づくり
に関する取り組みを行うことでポイントが貯まり、貯まった
ポイントは「伊勢ポイントカードお買い物券」や「全国共通
商品券」などに交換することができる仕組みです。

歩いて、貯めて、交換できる

～参加者募集のお知らせ～

「いせ健幸ポイント」

「いせ健幸ポイント」
　　　　　 とは？

が始まります！！

※詳細については、
　２～３ページをご覧ください。

健康とポイントを

Ｗ
ダブル

でトリ
4 4

ます！

け ん こ う

Get!

"Winpy
"

健幸ポイント
イメージキャラクター

「ウィンピー」

運動を通して健康へと羽ばたき
ポイントももらって
ダブルの幸せ！

今年度の取り組み期間

９月～平成 29 年１月末の５カ月間



最大 10,000 円相当の
ポイントが貯まるよ！

「
い
せ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

　
　
健
康
で
輝
く
あ
な
た
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　
自
分
に
合
っ
た
目
標
コ
ー
ス

を
選
び
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
、
取

り
組
み
状
況
を
確
認
し
た
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
方
法
は

５
つ
あ
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　
最
大
１
万
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
こ
と
が
で
き
、
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
は
「
伊
勢
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
お
買
い
物
券
」や

「
全
国
共
通
商
品
券
」
な
ど
に

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
の
み
、
１
ポ
イ
ン
ト
１

円
で
換
算
し
ま
す
。

な
り
た
い
自
分
に
変
身

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
交
換

　
「
い
せ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」
は
、無
理
な
く
簡
単
に
取
り
組
め
る
た
め
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

取り組み内容と貯まるポイント

がんばってます
ポイント

１カ月間の歩数が基準歩数を
超えると、
最大 800 ポイント／月 貯まります

行きました
ポイント

指定された対象プログラムに参加すると、
最大 200 ポイント／月（20 ポイン
ト／日） 貯まります

変わりました
ポイント

ＢＭＩ（肥満指数）または筋肉率が
改善すると、
最大 1,000 ポイント／３カ月 
貯まります

健診受けたよ
ポイント

健康診断を受診すると、
1,000 ポイント／年（年１回） 貯まります

入会したよ
ポイント

指定された対象プログラムに入会すると、
1,000 または 3,000 ポイント（１回
のみ） 貯まります

（表１）ポイントを貯めるには

なりたい自分【目標コース】

４種類の中から
自分に合ったコースを　　

選びます。

◦美しく衰え知らずの
体を目指したい

◦40 ～ 60 代の女性

◦いつまでも動ける
体をつくりたい

◦ 60 ～ 80 代の男女

◦スポーツのための基礎体
力づくりを行いたい

◦40 ～ 60 代の男女

◦ 10年前の体形に戻りたい
◦ 40 ～ 60 代の男性

コース
美body

コース
ダンディ

コース

寝たきりに
ならないぞ

コース

ハード
トレーニング
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「いせ健幸ポイント」に参加しよう

（表 2）参加者説明会日程表

応募用紙への記入事項

午前の部
9:15 ～ 12:00の間

午後の部
13:30 ～ 16:00の間

夜の部
19:00 ～ 20:30 場所

９月６日㈫ ① ② ③ いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）
７日㈬ ④ ⑤ ⑥

生涯学習センター いせトピア

８日㈭ ⑦ ⑧ ⑨
９日㈮ ⑩ ⑪ ⑫
10日㈯ ⑬ ⑭ ⑮
11日㈰ ⑯ ⑰ ―
12日㈪ ⑱ ⑲ ⑳
13日㈫ � ― ―
14日㈬ � � ― 小俣公民館
15日㈭ � � ― 二見生涯学習センター
16日㈮ � � ― ハートプラザみその

 予算額　3,566 万４千円 （平成 28 年度スポーツ庁補助事業）

◦ 40 歳以上の市民（今年度 40 歳になる人を含む）
◦９月の説明会（１時間 30 分程度）に参加（表２参照）
◦参加規約の同意（歩数計〔無料進呈〕の装着を含む）
◦利用者基本情報やライフスタイル情報などの登録
◦市が指定する対象プログラムや測定会への参加
◦歩数管理サービスへの利用登録、定期的な歩数計データの取り込み
◦アンケートへの協力　など

定　　員 　1,000 人（応募多数の場合は抽選）
参 加 費 　500 円（事業登録料）
応募期間 　７月 15 日㈮～８月 10 日㈬（必着）
応募方法 　応募用紙に下記の事項を記入し、応募箱に投函

◦応募用紙は、７月 15 日㈮の新聞（朝刊）に折り込むチラシに付いて
います。また、市のホームページに掲載しています。

◦チラシと応募箱は、募集期間中、同課、市役所本館・１階市民ホール、
各総合支所、各支所、生涯学習センターいせトピア、福祉健康センター、
サンライフ伊勢、伊勢図書館、二見生涯学習センター、二見公民館、
小俣農村環境改善センター、小俣総合体育館、小俣図書館、ハートプ
ラザみそのに設置しています。

◦応募は、郵送（〒516－8601 岩渕１丁目 7–29）、ファクスでも受け付けます。
◦応募者には、後日案内通知を送付します。

参加条件

応募に
ついて

⑴氏名　　⑵郵便番号　　⑶住所 　　⑷電話番号
⑸生年月日（年齢）　⑹説明会の参加希望日の番号（第４希望まで）
※個人情報は、本事業に係る目的以外では使用しません。
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環境課内・100 万人のキャンドルナイト伊勢実行部隊事務局　　　　　　（☎２１- ５５４０　 ２１- ５５２２）

キャンドルナイト伊勢の
ボランティアを募集

集合時間
★設置・点灯…８月６日㈯・17 時
★片付け  ……８月７日㈰・７時

集合場所
岡本公園、伊勢河崎商人館、ＪＡ伊
勢浜郷支店、新田排水機場（通町）

※設置・点灯の際は、着火口の長いラ
イターを持参してください。通常の
ライターやマッチは不向きです。

※事前申し込みは不要です。直接、
集合場所へお越しください。

親

設

子

見

会

施

学

　

い
よ
い
よ
、
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
来
ま
す
。
夏
休

み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
親
子
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
親
子
で
夏
の
思
い
出

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

対
　
象

申
し
込
み

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

７
月

19  
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
各
施
設
へ

※いずれも先着順です。

伊勢志摩総合地方卸売市場

消防本部・防災センター

伊勢総合病院

（西豊浜町 141-1）

（楠部町 159-11）

（楠部町 3038）

　伊勢志摩地方の台所である早朝の市場を探
索し、普段は見ることのない「青果の競り」や

「マグロの解体」などを見学します。
と　き　８月４日㈭・23 日㈫、６時 30 分～９時
定　員　各日 60 人（保護者を含み１組４人まで）
申込先　伊勢志摩総合地方卸売市場
　　　　（☎37ー5050）〔受付時間は９時～15時〕

　消防車・救急車の見学や、放水体験などを
通じ、防火・防災意識を高めます。
と　き　８月 10 日㈬・18 日㈭・19 日㈮、　
　　　　10 時～ 11 時 30 分
定　員　各日 30 人（保護者を含む）
申込先　消防本部 総務課  （☎ 25 ー 1206）

　病院には、医師・看護師をはじめ、診察・治
療を支える多くの仕事があります。院内見学
や看護の模擬体験などを通じ、医療に対する
意識を高めます。
と　き　８月 18 日㈭・23 日㈫、14 時～ 16 時
定　員　各日 15 人（保護者を含む）
申込先　伊勢総合病院 総務課  （☎ 23ー5111）
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競技種目 日　程　（平成 30 年） 会　　場

バレーボール
（男子） ７月 26 日㈭～ 30 日㈪

県営サンアリーナ（メイン・サブ）
三重交通Ｇ

グループ

スポーツの杜
も り

 伊勢
体育館

総合開会式 ８月１日㈬ 県営サンアリーナ（メイン）

　　　　陸上競技 ８月２日㈭～６日㈪ 三重交通Ｇスポーツの杜 伊勢
陸上競技場

サッカー
（男子） ８月７日㈫～９日㈭

伊勢フットボールヴィレッジ
※四日市市、鈴鹿市、伊賀市と
　共催。

剣　道　 ８月９日㈭～ 12 日㈰ 県営サンアリーナ（メイン）

　

平
成
30
年

度
全
国
高
等

学
校
総
合
体

育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）が
、

三
重
県
・
愛
知
県
・
静
岡
県
・
岐

阜
県
の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
と
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
三
重
県
で
は
、
昭
和
48
年
以

来
、45
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

総
合
開
会
式
を
は
じ
め
、
15
種

目
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
は
、
高
等
学
校
教
育
の
一
環

と
し
て
、高
校
生
の
健
全
育
成
、

競
技
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に

学
校
対
抗
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

高
校
生
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

キャンドルナイト伊勢を開催します

～勢田川を天の川に～ 環境課内・100 万人のキャンドルナイト伊勢実行部隊事務局　　　　　　（☎２１- ５５４０　 ２１- ５５２２）

「キャンドルナイト伊勢」は、今年が最後の開催になります。
キャンドルに彩られた日頃と趣の違う勢田川をぜひご覧ください。

と　き

ところ

内　容

お願い

８月６日㈯ 17時 30分ごろ点灯

勢田川 （県伊勢庁舎 ～ 一色公園）

※荒天の場合は中止（延期なし）となります。
※中止の場合は、市のホームページとケーブルテレビ文字放送でお知らせします。

★沿岸に、キャンドルを並べて点灯します。
★伊勢河崎商人館駐車場、河崎「川の駅」、二軒茶屋「川の駅」、

一色公園では、生演奏ライブなどのイベントを開催します。

★環境配慮のため、なるべく自動車での来場はご遠慮ください。
★来場時には、自宅の消灯などの配慮をお願いします。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

～
伊
勢
市
で
の
開
催
種
目
と
日
程
が
決
定
～

平
成
30
年
度

平
成
30
年
７
月
26
日
㈭
～
８
月
20
日
㈪ 

（
総
合
開
会
式
は
８
月
１
日
㈬
）

開
催
期
間

市内で開催される競技種目・日程・会場

観
光
振
興
課
（
☎
21

－

５
５
４
２　

21

－
５
５
２
２
）

２
０
１
８ 

彩
る
感
動 

東
海
総
体
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 家庭と地域の力で

子どもが生き生き輝く
夏休みに！

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
急
激

な
普
及
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

し
て
、
こ
れ
ま
で
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
所
と
の
接
点
が
子

ど
も
に
で
き
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
子
ど
も

に
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
が

大
人
に
見
え

に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気
を

配
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や

心
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
危
険
な
目
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
長
期
の
休
み

と
い
う
解
放
感

か
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
は

不
規
則
に
な
り

が
ち
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
前
に

立
て
た
計
画
が
き
ち
ん
と
実
行

で
き
る
よ
う
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
夏
休
み
の
課
題
の
進

み
具
合
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
や

睡
眠
時
間
な
ど
の
生
活
の
様
子

を
把
握
し
、
子
ど
も
た
ち
が
健

康
で
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
ま

し
ょ
う
。

　

夏
休
み
中
は
、
自
由
に
過
ご

せ
る
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
行
動
範
囲
が
広

が
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
な
ど
の

発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
市
で
も
、
子
ど
も
た
ち

が
関
わ
っ
た
自
転
車
事
故
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
二
人
乗
り
・

並
進
の
禁
止
や
停
止
線
で
の
一

時
停
止
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ま
一

度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
遊
び
で
の
事
故
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
水
遊
び
は
楽

し
い
も
の
で
す
が
、
注
意
を
怠

る
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

遊
泳
禁
止
区
域
で
は
絶
対
に
泳

が
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

水
の
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
注
意
喚
起
し
て
く
だ
さ
い
。

　
読
書
や
自
由
研
究
な
ど
、
各

校
か
ら
出
さ
れ
た
夏
休
み
の
課

題
に
時
間
を
か
け
て
取
り
組
む

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
知
的

好
奇
心
を
満
た
し
、
確
か
な
学

力
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
ま
た
、夏
休
み
を
利
用
し
て
、

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

こ
と
や
、
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
、

野
外
で
自
然
体
験
を
す
る
こ
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
も
、子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
上

で
貴
重
な
経
験
で
す
。

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ

絶
好
の
機
会
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
が
健

や
か
に
成
長
す
る
夏
休
み
に
な

る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
の
大
人

が
連
携
し
て
、
し
っ
か
り
と
支

援
し
ま
し
ょ
う
。

学校教育課
（☎22－7881　 23－8641）

子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
が

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
が

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に

夏
休
み
な
ら
で
は
の

学
習
を

　子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。安全で
有意義な夏休みになるよう支援しましょう。
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市
民
活
動
で
活
躍
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
、
利
用
は
慎
重
に

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
活
動
に
も
随
分
広
ま

っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
災
害
支
援
活
動
の
時
に
も
非

常
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。
熊
本

地
震
が
起
き
た
直
後
、
学
生
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
で

複
数
の
大
学
生
に
広
ま
り
、
あ

っ
と
い
う
間
に
約
９
０
０
万
円

の
義
援
金
が
集
ま
り
、
熊
本
県

に
寄
附
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
非
常

に
便
利
で
あ
る
反
面
、
危
険
な

面
も
あ
り
、
心
な
い
人
た
ち
や

う
っ
か
り
ミ
ス
で
、
災
害
時
に

う
そ
や
デ
マ
が
流
れ
て
し
ま
い
、

被
災
者
が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ち

ょ
っ
と
し
た
冗
談
で
も
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
一
度
発
信
し
て
し
ま
う
と
、

　
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
は
、

伊
勢
市
に
住
む
創
作
好
き
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
作
品
を
制

作
し
、
そ
の
作
品
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

図
ろ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
用
の
ゲ
ー
ム
や
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
制
作
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
こ
と

や
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
が
主
な
活
動
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
制
作
や
作
曲
な
ど
、

各
々
の
得
意
な
事
を
生
か
し
、

一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
活
動
の
醍
醐
味
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
い

い
作
品
を
作
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

や
ゲ
ー
ム
雑
誌
に
掲
載
し
て
も

ら
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ス

ト
で
賞
を
も
ら
え
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
際
、

作
品
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
お

子
さ
ん
や
お
客
さ
ん
と
直
接
触

れ
合
え
る
こ
と
、
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
る
こ

何
も
知
ら
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
た
ち

の
善
意
で
、
う
そ
や
デ
マ
ま
で

も
が
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
善
意
で
情
報
を
広
め

よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
最
初

に
「
誰
が
」「
い
つ
情
報
を
発

信
し
た
の
か
」「
発
信
者
が
本

当
に
信
用
で
き
る
人
な
の
か
」

を
し
っ
か
り
と
調
べ
て
か
ら
広

め
た
い
も
の
で
す
。

と
な
ど
、
本
当
に
数
多
く
の
喜

び
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
活
動
は
、
週
一
回
程
度
集
ま

っ
て
会
議
を
開
き
、
決
ま
っ
た

方
針
に
沿
っ
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
持
っ
て
、
年
に
数
回

町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
や
頒は

ん

布ぷ

イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ク
ル
内
の

交
流
を
よ
り
深
め
る
た
め
、
食

事
に
行
っ
た
り
、
遠
足
に
行
っ

た
り
、
遊
ぶ
こ
と
も
欠
か
し
ま

せ
ん
。

　
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど

の
お
知
ら
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パルティ ４コマ劇場

夏
の
山
を

楽
し
も
う
！　

え
っ
!!

お
に
ぎ
り
が
な
い
！

も
う
少
し
頑
張
っ
て
か
ら

お
に
ぎ
り
を

食
べ
よ
う
か
な
？

あ
あ
…
間
違
っ
て

防
災
用
リ
ュ
ッ
ク
を

持
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
…
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宮川堤
おでかけ
マップ

中
島
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
25
年
２
月
に
発
足
し
、

「
も
っ
と
す
こ
や
か
に
、
も
っ
と

心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
」「
住
む
人
も
訪
れ
る

人
も
、
楽
し
め
る
ま
ち
を
目
指

し
て
」
を
基
本
方
針
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

宮
川
堤
お
で
か
け
マ
ッ
プ

　
６
月
に
宮
川
堤
の
名
所
を
紹

介
す
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
19
箇
所
の
名
所
を
、
案
内

図
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宮
川
堤
周
辺
の
観
光
案

内
事
業
も
始
め
ま
し
た
。
中
島

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務

局（
☎
65ｰ

６
０
８
１
、
65ｰ

６
０
８
２
）
で
、
観
光
ガ
イ
ド

の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
同
事
務
局
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
の
ち
を
守
る
防
災
訓
練

　
６
月
18
日
に
、
津
地
方
気
象

台
や
三
重
河
川
国
道
事
務
所
、

京
都
大
学
矢
守
研
究
室
か
ら
講

師
を
招
き
、
中
島
小
学
校
で
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
小
学

生
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に

命
を
守
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、「
地
域
気
象
情
報
」

を
メ
ー
ル
で
携
帯
電
話
に
配
信

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
早
め
に
危
機
意
識
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
専
門
的
な

気
象
情
報
を
、
身
近
な
言
葉
で

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
が
日
常
的
な
も
の

に
な
る
よ
う
、毎
月
11
日
を「
防

災
の
日
」
と
し
、
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
い
て
、
定
期
的
な
「
ま

ち
歩
き
」
の
実
施
や
、
ま
ち
を

花
で
彩
る
活
動
（
宮
川
町
松
並

木
、
度
会
橋
東
詰
、
徳
川
台
公

園
で
７
花
壇
の
植
栽
と
維
持
管

理
）
な
ど
を
行
い
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
理
想
の
将
来
像
に
近

づ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
沼
木
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

平
成
22
年
４
月
に
発
足
し
、

「
市
民
が
主
役
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
創
造
を
目
標
に
掲
げ
、

地
域
の
課
題
を
克
服
し
、
生
き

生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
訓
練
を
開
催

　
５
月
22
日
に
、
沼
木
中
学
校

で「
避
難
所
運
営
訓
練
」を
行
い

ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合

し
た
約
１
５
０
人
は
、
避
難
所

と
な
る
体
育
館
で
自
治
会
ご
と

に
集
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
災
害
に
備
え

て
平
常
時
か
ら
し
て
お
く
こ
と

や
、
危
険
箇
所
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
後
半
は
三
重
大
学
の
川
口
准

教
授
に
よ
る
防
災
講
演
会
が
行

わ
れ
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
の
被
災
地
で
の
見
聞
も
交

え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
断
層
地
震
に

ど
う
備
え
る
か
、
災
害
が
起
き

た
ら
ど
う
対
応
す
る
の
か
を
、一

人
一
人
が
真
剣
に
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

豚
汁
と
備
蓄
食（
ア
ル
フ
ァ
米
）

の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、「
沼
木
ま
つ

り
」（
11
月
13
日
㈰
開
催
予
定
）

や「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」（
２

～
３
月
開
催
予
定
）
と
い
っ
た

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
、
沼
木

バ
ス
の
運
行
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

横
輪
桜
の
染
め
物
製
品
作
り
な

ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
い
住
み

よ
い
沼
木
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み
と

し
て「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」を
進
め
て
お
り
、市
内
全
域
で
23

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、「
自
分
た
ち
で
考
え
て
自
分
た
ち
で

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
」と
い
う
考
え
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
島
地
区
と
沼
木
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
６
３　

21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
�

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る

防災訓練の様子

避難所運営訓練の様子

沼木まつり
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高齢･障がい福祉課
☎２１－５５５８・ ２０－８５５５

第３回

シリーズ障がい

障がいを
理解しよう！

サポートするときのポイント

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
障
が
い
や
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
肢
体
不
自
由
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

肢
体
不
自
由

　
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
っ
て

上
肢
や
下
肢
な
ど
の
機
能
の
一

部
ま
た
は
全
部
に
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
車
い
す

や
つ
え
、義
足
な
ど
が
必
要
で
、

立
っ
た
り
座
っ
た
り
歩
く
こ
と

が
困
難
な
人
や
、
体
に
ま
ひ
が

あ
る
人
な
ど
が
い
ま
す
。

主な特徴・困難なこと

■�適切なサポートにつなげられるように、相手にどのような障がい、不自
由があるのかを理解しましょう

■サポートする前にまず声を掛け、相手がどのような支援を必要として
いるのかを確認しましょう

■サポートするときは、自分一人の力だけでなく、無理をせずに必要に
応じて周囲に協力を求めましょう

◦�階段や段差がある場所などで、移動が困難になる人がいます
◦車いすの人は、高い所の物を取ったり、床に落ちた物を拾ったり

することが困難です
◦まひの影響などで、文字を書くことや会話が困難な人がいます
◦脊

せ き ず い

髄の損傷などで、体温調節が困難な人がいます

　
災
害
が
起
き
た
と
き
の
情
報

の
多
く
は
、
音
声
で
伝
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
聴
覚
障
が
い

者
は
、
耳
か
ら
入
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
市
・
消
防
・

警
察
な
ど
の
避
難
の
呼
び
掛
け

の
音
声
が
聞
こ
え
な
い
た
め
、

災
害
が
起
き
た
こ
と
に
気
付
か

な
か
っ
た
り
逃
げ
遅
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
中
で
も
、

物
資
・
食
料
の
提
供
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
な
ど
の
大
切
な
連

絡
や
情
報
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た

り
、
周
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
ず
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
非
常
時

の
生
活
の
不
便
さ
に
加
え
、
情

報
が
届
か
な
い
こ
と
に
よ
る
精

神
的
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

顔
の
横
で
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
前

に
向
け
、
弧
を
描
き
な
が
ら
中
心

に
引
き
寄
せ
て
目
の
前
で
交
差
さ

せ
る

※�

手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢･

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
④

「
こ
ん
ば
ん
は
」

「
き
こ
え
な
い
」
と
は
？

第4 回
　
伊
勢
市
手
話
言
語
条
例　
４
月
１
日
施
行

❹��

災
害
時
に
音
声
に
よ
る

　
重
要
な
情
報
が
入
手
で
き
な
い
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と
き　
８
月
12
日
㈮
、
９
時
30

分
～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐
浴
体
験
、
妊
婦
模
擬

体
験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
お

話
な
ど

定
員　
30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
心
や
体
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
医
師
・
看
護
師
・
保
健
師
な
ど
が
年
中

無
休・24
時
間
体
制
で
無
料
電
話
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
健
康
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
や
、
育
児
・
介

護・メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　
８
月
18
日
㈭
、
13
時
30

分
～
15
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

内
容　
腰
・
ひ
ざ
な
ど
の
関
節

疾
患
に
つ
い
て
の
お
話

講
師　
藤
井
英
治
さ
ん
（
藤
井

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

定
員　
70
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
同
課
へ

　
日
本
脳
炎
は
蚊
が
媒
介
す
る

病
気
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
も
症
状
が
現
れ
ず
に
経
過

す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

発
症
し
た
場
合
は
、
20
～
40
％

が
死
に
至
る
病
気
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
罹り

患か
ん

率
を
75
～
95
％
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
接

種
対
象
年
齢
の
人
は
予
防
接
種

を
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
１

期（
３
回
）と
２
期（
１
回
）の

合
計
４
回
の
接
種
で
す
。

　
接
種
対
象
年
齢
な
ど
詳
し
く

マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

介
護
予
防
講
演
会

日
本
脳
炎

定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

 
予
算
額
　
８
万
円

 

予
算
額
　
７
万
３
５
０
０
円

　
　
　
　

 （
３
回
分
）

 

予
算
額
　
８
３
８
万
１
０
０
０
円

健
康
づ
く
り
通
信

伊
勢
市
健
康
医
療
ダ
イ
ヤ
ル
24

～ 

み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

24
時
間
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス

は
、「
広
報
い
せ
」５
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］　
　
　

 
（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

0000–000–000

利用時の注意点
◦携帯電話からも利用できます。
◦サービスを利用できるのは市内在住者です。
◦国外に関する相談などは受けられません。
◦利用者の状況や相談内容により、相談を制

限・停止する場合があります。 
◦プライバシーは厳守されますので、安心し

て利用してください。（生命の危険があるな
ど、守秘の限界を超える
と判断した場合を除く）

◦このサービスは、民間業
者に業務委託をして運
営しています。

フリーダイヤル

（通話料無料）

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

お詫びと訂正
　「広報いせ」７月１日号の 38 ページに掲載し
ました「がん検診・骨粗しょう症検診（乳がん検診
を除く）実施医療機関」の内容に誤りがありまし
たので、お詫びして訂正します。
正・�荒木内科循環器科、伊勢慶友病院では、

胃がん検診の透視（バリウム）検査は実
施していません。

　・�河口外科では、肺がん検診は実施して
いません。
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回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
今
回
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、リ
ハ
ビ
リ
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
と
は
、
病

気
や
け
が
に
よ
る
急
性
期
リ
ハ

ビ
リ
に
続
い
て
、
疾
患
管
理
に

留
意
し
つ
つ
能
動
的
で
多
彩
な

訓
練
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
で

す
。

　
こ
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
専

門
的
に
行
う
入
院
施
設
が
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
す
。
入

院
に
は
、対
象
と
な
る
疾
患（
脳

卒
中
や
脊せ

き
ず
い髄
損
傷・脳
腫し

ゅ
よ
う瘍・脳

炎
な
ど
の
脳
血
管
疾
患
、
大
腿

骨
や
骨
盤
の
骨
折
な
ど
の
骨
関

節
疾
患
、
神
経
・
筋
疾
患
、
人

工
関
節
置
換
術
後
な
ど
）
や
発

症
か
ら
の
経
過
日
数
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
病
棟
で
は
、
患
者
さ
ん

に
よ
り
良
い
状
態
で
早
期
に
退

院
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
主

治
医・リ
ハ
ビ
リ
専
門
医・看
護

師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士・言
語
聴
覚
士・医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー・栄
養
士・薬
剤

師
な
ど
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
、
３
６
５
日
、
リ
ハ
ビ
リ
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
訓
練
室
中
心
の
リ
ハ

ビ
リ
で
は
な
く
、
入
院
中
の
生

活
の
場
で
あ
る
病
棟
を
中
心
に

し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
の
が
特

徴
で
す
。
入
院
前
の
生
活
を
想

定
し
、
起
床
後
に
着
替
え
、
食

堂
で
食
事
を
し
、
着
替
え
て
就

寝
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
家
庭

で
の
リ
ズ
ム
に
沿
っ
て
生
活
を

し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
立
し
た
生
活
を
目

標
と
す
る
た
め
、
身
の
回
り
で

で
き
る
こ
と
は
患
者
さ
ん
本
人

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
23

－

５
１
１
１　

27

－

２
３
１
５
）

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
障
が

い
が
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
大
変

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
が
一
般
病
棟
と
は
違
う
大

き
な
特
徴
で
す
。

　
身
の
回
り
の
動
作
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
必
要
に
応
じ

て
料
理
や
洗
濯
・
掃
除
な
ど
の

家
事
動
作
や
、
仕
事
で
必
要
な

動
作
の
練
習
な
ど
、
２
時
間
程

度
の
訓
練
を
行
い
、
早
期
の
社

会
復
帰
を
目
指
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
後
遺

症
が
あ
り
、
入
院
前
の
状
態
ま

で
回
復
で
き
な
い
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
て
介
助
指
導
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
調

整
を
行
い
、
よ
り
良
い
状
態
で

家
庭
や
社
会
に
復
帰
で
き
る
よ

う
、包
括
的
な
対
応
を
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ

部
門
は
、
病
気
・
障
が
い
が
あ

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
と
い
う

患
者
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に
、

地
域
密
着
型
の
リ
ハ
ビ
リ
医
療

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
１
万
７
１
１
３
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

伊勢市健康医療ダイヤル2424時間電話相談サービス

平
成
27
年
度
の
利
用
状
況

内　容 件　数
健診・ドックに関する相談 118件（ 0.7％）
健康保持・増進に関する相談 191件（ 1.1％）
気になる身体の症状に関する相談 5,167 件（30.2％）
家庭看護に関する相談 972件（ 5.7％）
治療に関する相談 3,804 件（22.2％）
母子保健に関する相談 29件（ 0.2％）
育児に関する相談 859件（ 5.0％）
夜間・休日の医療機関案内 856件（ 5.0％）
ストレス・メンタルヘルスに
関する相談 5,026 件（29.4％）

その他 91件（ 0.5％）
計 17,113 件 　

内容別相談件数 対象年齢別相談件数

時間別相談件数

対象年齢 件　数
乳児（０歳） 1,026 件（ 6.0％）
幼児（１～５歳） 2,555 件（14.9％）
小学生 689件（ 4.0％）
中学生・高校生 345件（ 2.0％）
19歳・20～ 30歳代 1,897 件（11.1％）
40～ 50歳代 5,324 件（31.1％）
60～ 70歳代 4,517 件（26.4％）
80歳代～ 760件（ 4.5％）

計 17,113 件 　

時間帯 件数
  ８～ 12時 3,165 件（18.5％）
12～ 18時 4,889 件（28.6％）
18～ 22時 4,438 件（25.9％）
22～ 翌８時 4,621 件（27.0％）

計 17,113 件 　

※件数は、相談内容ごとにカウント
した延べ件数です。

　（１件の電話に対して複数の相談
内容があります）

※�

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
は
、
現
在

は
院
内
の
一
般
病
棟
の
患
者
さ
ん

の
み
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
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いせ産直市場

サンファームおばた

民話の駅 蘇民

軽トラ市

シリーズ

～伊勢市地産地消認定店の紹介～

やっぱり　　　なあ の伊勢 もんええやっぱり　　　なあ の伊勢 もんええ 1

　市では、市内でとれた農産物や市内の漁港で水揚げされた水産物、加工品を取り扱う
飲食店などを「伊勢市地産地消の店」として認定しており、現在は 74店舗が認定店と
なっています。
　このシリーズでは、「伊勢市地産地消の店」認定店を紹介していきます。
　今号では、「いせ産直市場」「サンファームおばた」「民話の駅蘇民」を紹介します。

　いせ産直市場では、地元の生産者が育てた新鮮な野菜・米・果物・花など
を販売しています。しんみち商店街にあり、厚生地区の台所となっています。
　毎週日曜日は、商店街にある店舗を飛び出し、軽トラックで出張販売を行
う「軽トラ市」を開催しています。まさに、生産者の顔が見えるとはこのこ
とです。「軽トラ市」では、生産者自らが販売を行うので、直接農作物を手に
入れることができます。

　サンファームおばたは、平成17年にオープンして以来、来店者が100万人を超え、地元の人に愛されて
いるお店です。当初から「農家と食卓をつなげたい」という思いを大切に、地元のおいしい食材を「安全・安
心」に届けることにこだわっています。
　新鮮な野菜はもちろん、果物が四季を通じて並ぶところもサンファームおばたの特徴です。
　最近では、三重県産の木材を使用した棚を新調しました。さらに明るい店内へと工夫を凝らしながら、地
元の人に愛され続けるお店を目指しています。

　民話の駅 蘇民には、店内に加工所があり、そこで製造された物が並ぶところ
が魅力です。中でも、毎朝早朝からつく、つきたてのお餅が好評です。その他、
おこわやあられ、寒天なども手作りです。
　また、伊勢湾でとれた魚介類も豊富です。その日の海の状況で並ぶ物が変わ
るので、天気が良い日や海が穏やかな日を狙って来店する常連のお客さんもい
るほどです。
　二見のお土産もありますので、観光客も多く、常ににぎわっています。

住　　所　一之木２丁目２-16 （☎・ 28-6328）
営業日時　毎週火・木・土曜日、９時～ 16 時（日曜日は軽トラ市）

住　　所　小俣町湯田 55 （☎・ 26-0831）　　営業時間　10 時～ 16 時（休業日：年末年始）

住　　所　二見町松下 1335 （☎ 44-1000　 44-1001）　　
営業時間　９時～ 18 時（11 月〜 3 月は 17 時まで）（休業日：1 月 1 日〜 3 日、8 月 14 日・15 日）

開催場所　ＪＡ伊勢　伊勢中央支店　駐車場（御薗町長屋 462）〔雨天決行〕
開催日時　毎週日曜日、９時～ 11 時　※状況により、終了時間が早くなる場合があります。

農林水産課（☎22–0370　 21–5605）

軽トラ市

サンファームおばた 旬カレンダー
4月 5月 6月
いちご いちご

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
メロン

なし

ぶどう
トマト

通年：小豆、大豆、黒豆
トマト

すいか、きゅうり、なす、
ピーマン、うり類、かぼちゃ、
とうもろこし　など

大根、白菜、ねぎ、きゃべつ、
葉物類、ブロッコリー、
にんじん　など

夏野菜

冬野菜
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1

　
む

      

ら
　

4

　
む

      

ら
　

排水路　改修前

排水路　改修後

排水路の底打ち芋掘り

ー
ル
の
農
用
地
を
保
全
管
理
し
、

「
美
し
い
農
地
・
美
し
い
上
地

町
」
を
目
標
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
の
底
打
ち
完
了
を
目
指
す

排
水
路
の
整
備
補
修
、
の
り
面

崩
れ
を
防
止
し
、
作
業
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
排
水
路
の
り

面
の
補
修
強
化
、
排
水
路
や
耕

作
地
周
辺
の
の
り
面
や
、
あ
ぜ

に
適
す
る
植
物
の
植
え
崩
れ
防

止
、
耕
作
放
棄
地
解
消
と
景
観

形
成
の
た
め
の
植
物
の
栽
培
な

ど
で
す
。

　
汁
谷
川
で
小
学
生
が
生
物
水

質
調
査
を
し
て
専
門
講
師
か
ら

学
ぶ
活
動
や
、
野
菜
・
サ
ツ
マ

イ
モ
・
稲
作
り
を
実
施
す
る
な

ど
、
学
校
教
育
と
連
携
し
な
が

ら
の
啓
発
・
普
及
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
花
畑
管
理
運
営
部
・

イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
部
・
景
観

形
成
推
進
部
を
つ
く
り
、
地
域

住
民
と
の
芋
掘
り
・
焼
き
芋
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、

現
在
は
37
ア
ー
ル
か
ら
５
ア
ー

ル
ま
で
、
大
小
６
枚
の
田
畑
を

借
り
て
、
コ
ス
モ
ス
・
ひ
ま
わ

り
・
菜
の
花
・
サ
ツ
マ
イ
モ
を

植
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の
在

り
方
を
考
え
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
て
い
く
部
署
も
設
置

し
、
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

住
所　
粟
野
町
１
１
２
４

構
成
員　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ　
き
ず
な
会
、
コ
ス
モ
ス

会
、
親
子
会
、
自
治
会
、
婦
人

会
ほ
か
約
１
５
０
人

　
平
成
19
年
４
月
に
組
織
を
設

立
し
、
約
73
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

　
今
回
紹
介
す
る
組
織
は
、
粟
野
町
の
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
あ
わ
の

村
」と
上
地
町
の「
上
地・水・土・里
グ
ル
ー
プ
」で
す
。

用
地
の
基
礎
的
な
保
全
活
動
を

は
じ
め
、
ホ
タ
ル
ま
つ
り
、
汁

谷
川
生
物
調
査
、
遊
休
農
地
で

の
景
観
植
物
栽
培
な
ど
の
環
境

保
全
活
動
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収

穫
祭
、
し
め
縄
作
り
と
い
っ
た

農
村
文
化
の
伝
承
を
通
じ
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
施
設
の
長

農
林
水
産
課
（
☎
22
―
0
3
7
0　

21
―
５
６
０
５
）

 

上
地·
水·
土·

里
グ
ル
ー
プ

～
美
し
い
農
地
・

	

美
し
い
上
地
町
～

寿
命
化
に
も
取
り
組
み
、
幾
つ

か
の
素
掘
り
の
農
業
排
水
路
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
改
修
し
て
、

通
行
時
の
安
全
確
保
や
維
持
作

業
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
連
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

平
成
26
年
に
は
県
か
ら
優
秀
活

動
組
織
と
し
て
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
面
的
機
能
の
増
進

を
図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、

農
地
集
積
に
取
り
組
み
、
本
年

度
中
に
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
を
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農

地
集
積
バ
ン
ク
）へ
預
け
入
れ
、

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

住
所　
上
地
町
１
５
０
２

構
成
員　

構
成
戸
数
５
６
０
戸 
、

農
家
１
６
６
戸
、
役
員
・
構
成

団
体
代
表
42
人

　
上
地
町
の
約
１
8
０
ヘ
ク
タ

 

こ
こ
ろ
豊
か
な
あ
わ
の
村
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◦きゅうり 1 本半
◦玉ねぎ 1/4 個
◦にんじん 1/4 本
◦生しいたけ 2 枚
◦豚肉（もも薄切り）120g
◦塩 小さじ 1/8
◦コショウ 少々

◦コンソメ（固形）1/4 個
◦湯 大さじ 1/2
◦ケチャップ 大さじ 1 杯半
◦砂糖 大さじ 1/2
◦しょうゆ 小さじ 1
◦酢 小さじ 2
◦油 大さじ 1/2

市のホームページでバックナンバーを見ることができます。 低カロリー・バランス食レシピ 検 索

旬の夏野菜を味わうレシピ

きゅうりと薄切り肉の酢豚風
健康課（☎２７－２４３５　 ２１－０６８３）

材料（2 人分）

作り方
❶きゅうりは皮をむき、一口大に切る。
❷玉ねぎは厚さ５mm のくし形切り、にんじんは皮をむいて千

切り、生しいたけは石づきを取り厚さ５mm にスライスする。
❸豚肉は食べやすい大きさに切り、塩・コショウで下味を付ける。
❹コンソメを湯で溶き、Ａの調味料と合わせておく。
❺フライパンに油を熱し、❸の豚肉を炒める。❶と❷を

加えてさらに炒め、火が通ったら❹を加えて煮絡める。

旬の夏野菜で夏バテと肥満を予防しよう
　きゅうりやなす、冬

と う

瓜
が ん

などの夏野菜は、実の 90％以上が水分で、体にこもった熱を冷ます作用が
あります。また、低カロリーの食材です。野菜は１日 350ｇ（料理にすると小鉢５皿分）取ることが
目標です。旬の夏野菜をたっぷり食べて、夏バテと肥満を予防しましょう！

◦主な夏野菜 ･･･ トマト、なす、きゅうり、冬瓜、苦
に が

瓜
う り

、ピーマン、オクラ、かぼちゃ　など

１人分の
栄養価

199 kcal 
◦たんぱく質 14.7g　◦脂質 9.6g
 ◦塩分 1.3g

低カ
ロリー・

バランス食
低カ
ロリー・

バランス食

で

※治療中の人は、医師の
　指示を守ってください。

A

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
か
ら

偏
見
・
差
別
を
考
え
る

　
皆
さ
ん
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
と

い
う
病
気
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
昭
和
５
年
ご
ろ
、
ハ
ン
セ

ン
病
は
感
染
症
と
い
う
こ
と
は

分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
有
効

な
治
療
法
が
な
か
っ
た
た
め
、

国
の
政
策
と
し
て
患
者
の
療
養

所
へ
の
隔
離
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
20
年
ご
ろ
に
特
効
薬
が
で

き
、
完
全
に
治ち

ゆ癒
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
隔
離
政
策
は
そ
の

後
も
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止

さ
れ
る
平
成
８
年
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　
強
制
的
に
患
者
を
隔
離
す
る

国
の
政
策
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
は

と
て
も
怖
い
病
気
で
あ
る
」
と

い
う
誤
っ
た
認
識
を
人
々
に
植

え
付
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
か
ら
受
け
た
罰
や

報
い
の
病
と
さ
れ
た
り
、
遺
伝

病
だ
と
誤
解
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
ま
で

差
別
を
受
け
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
、
療
養

所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
家
族
か

ら
引
き
離
さ
れ
た
り
、
家
族
が

差
別
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
名

前
を
変
え
た
り
、
子
孫
を
残
す

こ
と
を
許
さ
れ
ず
断
種
・
堕だ

胎た
い

を
強
い
ら
れ
た
り
、
亡
く
な
っ

て
も
故
郷
に
帰
れ
な
か
っ
た
り

と
、
誤
っ
た
認
識
に
よ
る
偏
見

と
差
別
に
多
く
の
人
が
苦
し
み

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
も
し
、
自
分
や
自
分

の
大
切
な
家
族
だ
っ
た
と
し
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
か
想
像
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
誤
解
や
偏
見

に
よ
る
差
別
で
苦
し
ん
で
い
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

同
じ
よ
う
な
過
ち
を
犯
さ
な
い

た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

関
心
を
持
っ
て
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
人
権

人
権
政
策
課
（
☎
21

－

５
５
４
６　

21

－

５
６
４
２
）

人
ひ
と
り
が 

輝
く
た
め
に
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長期使用製品安全表示制度　表示例

（ホームページ「政府広報オンライン」より）

人気のガラ・ルファの足湯

長
期
使
用
製
品
の
影
に

潜
む「
危
険
」

　
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
が
活
躍
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
の
家
電

製
品
は
壊
れ
る
ま
で
使
う
の
が
一
般

的
で
す
が
、
長
期
使
用
に
よ
り
、
熱

や
湿
気
、
ほ
こ
り
な
ど
の
影
響
で
内

部
部
品
な
ど
が
劣
化
し
、
発
煙
・
発

火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
対
象
製
品
に
は
、
長
期
使
用
製
品

安
全
表
示
制
度
に
基
づ
く
表
示
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
で

は
、
点
検
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
長
期
使
用
す
る
場
合
は
注
意
が

必
要
な
製
品
に
対
し
て
、
製
造
年
や

経
年
劣
化
に
伴
う
発
火
な
ど
の
事
故

が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
旨
の
注
意
喚

起
の
表
記
と
、
標
準
使
用
条
件
の
も

と
で
製
品
を
使
用
し
た
場
合
、
安
全

上
支
障
な
く
使
用
で
き
る
「
設
計
上

の
標
準
使
用
期
間
」
の
表
示
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
家
電

製
品
は
、
平
成
21
年
４
月
以
降
に
製

造
・
輸
入
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
・
扇
風

機
・
洗
濯
機
・
換
気
扇
・
ブ
ラ
ウ
ン

管
テ
レ
ビ
の
５
品
目
で
す
。

　
標
準
使
用
期
間
が

過
ぎ
た
製
品
を
使
用

す
る
場
合
は
、
使
用

中
の
異
常
な
音
や
臭

い
な
ど
の
変
化
に
気

を
付
け
、
普
段
か
ら

こ
ま
め
な
手
入
れ
を

す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
製
品
の
異
常
に

気
付
い
た
と
き
は
直

ち
に
使
用
を
中
止
し
、

早
急
に
メ
ー
カ
ー
な

ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
21

－

５
７
１
７　

22

－

５
０
１
４
）

予算額 1,076 万 8千円
（うち県補助 560万 5千円）

教えて

相
談
員
さ
ん

　
「
二
見
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
」は
、

４
月
に
「
伊
勢
夫
婦
岩
ふ
れ
あ
い

水
族
館（
通
称
：
伊
勢
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
）
」
の
名
前
で
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
海

獣
や
魚
た
ち
と
触
れ
合
え
る
水
族

館
を
目
指
し
、
魚
の
展
示
も
触
れ

合
い
を
テ
ー
マ
に
強
化
を
し
て
い

ま
す
。

　
館
内
に
は
新
し
く
足
湯
コ
ー
ナ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
た
だ

の
足
湯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

中
に
は
３
５
０
０
匹
の
「
ガ
ラ
・

ル
フ
ァ
」
と
い
う
魚
が
入
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ガ
ラ・ル
フ
ァ
は「
ド

ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
の
愛
称
で

有
名
に
な
っ
た
魚
で
、
肌
の
古
く

な
っ
た
角
質
を
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

魚
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
手
足
を

き
れ
い
に
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

所在地　二見町江 580　　開館時間　9:00 ～ 17:00（時期によって変更あり）
休館日　12 月に２日間あり
入館料　大人 1,400 円、小・中学生 600 円、幼児（３歳以上）300 円

伊勢夫婦岩ふれあい水族館（伊勢シーパラダイス）　☎ 42 ー 1760　 42 ー 2202

き
ま
す
。

　
ガ
ラ
・
ル
フ
ァ
の
水
槽
は
以
前

か
ら
人
気
で
、
手
の
み
の
体
験
で

し
た
が
、「
足
で
も
や
っ
て
み
た

い
」と
い
う
お
客
様
の
声
が
多
か

っ
た
た
め
、
今
回
ス
ペ
ー
ス
を
広

げ
て
足
湯
コ
ー
ナ
ー
が
実
現
し
ま

し
た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

は
順
番
待
ち
に
な
る
ほ
ど
の
人
気

で
し
た
。ぜ
ひ
一
度
、
ガ
ラ
・
ル
フ

ァ
の
足
湯
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
病
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

こ
の
春
、
海
の
生
き
物
が
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
水
族
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！  

伊
勢
夫
婦
岩
ふ
れ
あ
い
水
族
館

（
通
称：伊
勢
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
）　　

情
報
提
供
：
伊
勢
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
　
中
島 

亮
さ
ん

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

44

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）
予算額　59万７千円
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント情報
を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

伊勢の夜祭
伊勢銀座新道商店街振興組合
（☎28－5668  27－2510）
時 7月 23日㈯、17:00～
所しんみち商店街周辺、一之木中央公園
内しんみち縁日（かき氷・金魚すくい・ヨーヨー釣り
など）、厚生地区まちづくりの会・大世古町によるイ
ベントコーナー、太鼓披露、子ども木遣り、いせ恋ソー
ラン、屋台村、物産展、メダカすくい、大ビンゴ大会、
園児のダンスなど

えがお創立 5周年記念シンポジウム
ＮＰＯ法人 南勢子どもの発達支援センターえがお
（☎65－7039 65－7057）
時 7月 30日㈯、13:30～ 16:00　
所いせトピア・多目的ホール　
内基調講演「途切れのない支援システム」（山下 亨さん
〔あすなろ学園子どもの発達総合支援室長〕）、シンポ
ジウム「伊勢市の発達支援を考える」（伊勢市長、
藤林 都子さん〔伊勢市システムアドバイザー〕、淀谷 
祥子さん〔伊勢市障害者総合相談支援センター長〕、
松本 幸治さん〔玉城わかば学園コーディネーター〕、
田尻 貴志さん〔えがお保護者会〕）　定 300人

伊勢神宮　外宮さんゆかたで千人お参り
外宮にぎわい会議・坂田さん
（☎090－3257－7674  23－0284）
時 8月 1日㈪
所伊勢神宮外宮およびその周辺
内 外宮さんちびっこ博士グランプリ（9:00 ～）、八
朔俳句会（11:00 ～）、神話紙芝居・八朔はらわた餅
振る舞い（17:00 ～）、太鼓演奏（18:00 ～）、外宮へ
のお参り（18:20 ～）、神路通：神灯籠・ちょうちん
点灯（19:00 ～）、外宮参道：伊勢和紙行

あんどん

灯点灯献灯
ライブ（19:00 ～）、踊りの輪（19:00 ～）

潜在看護師・准看護師研修会
伊勢地区医師会准看護学校
（☎24－8228  28－2428）
時 8月 10日㈬、13:30～ 16:00
所伊勢総合病院・２階会議室
対潜在看護師・准看護師
内採血・注射・点滴などの実習（講師：伊勢総合病院
看護師）
申電話で同校へ

イベント掲示板

プラスチック製容器包装収集網に
混入していた注射針

注
射
針
な
ど
の

「
感
染
性
医
療
廃
棄
物
」は

適
切
な
処
理
を
！

花
火
の
捨
て
方

　
家
庭
で
使
用
し
た
イ
ン
ス
リ

ン
な
ど
の
注
射
針
が
、
た
び
た

び
家
庭
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
収
集
網
な
ど
）
に

混
入
し
て
い
ま
す
。
注
射
針
な

ど
の
感
染
性
医
療
廃
棄
物
は
、

家
庭
ご
み
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。

資
源
拠
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
も

出
せ
ま
せ
ん
。

　
適
切
な
ご
み
の
分
別
や
事
故

防
止
の
た
め
、注
射
針
は
受
診

し
て
い
る
医
療
機
関
へ
返
却
し
、

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
に
な
る
と
、
花
火
を
楽
し

む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
楽
し
ん
だ
後
の
花
火
は
、
水

で
火
を
完
全
に
消
し
て
か
ら「
燃

え
る
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
未
使
用
の
花
火
を
ご

み
と
し
て
出
す
と
き
は
、
十
分

に
水
に
浸
し
、
湿
っ
た
状
態
で

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、「
燃
え

る
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
花
火
が
入
っ
て
い
た
袋
な
ど

は
、
材
質
別
に
指
定
さ
れ
た

出
し
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
資
源清

掃
課
（
☎
37

－

１
４
４
３　

37

－

０
１
８
９
）

めざせ！
ご
み
ゼ
ロのま

ち
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みんなの広場 　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用でき
るコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

夏の午後、ギターは響く
伊勢市クラシックギターを楽しむ会

（☎ 090－5618－4463）
時 7月 17日㈰、14:00～ 15:30　
所 いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）・
２階会議室Ｂ
内クラシックギターの独奏と二重奏による演奏会（災
害復興支援）です。浜辺の歌、スペインのフォリアな
どを聴いていただきます。　
定 20人
料前売り700円、当日800円

広島・長崎原爆写真展
新日本婦人の会 伊勢支部（☎・ 24－6913）
時 7 月 22 日㈮～ 25日㈪、9:00 ～ 19:00（最終日
は15:00まで）　
所伊勢図書館・２階ロビー
内～核兵器のない平和な世界を～原子爆弾による被爆
の惨状を知り、未来に伝えていくための写真展です。

大型客船「飛鳥Ⅱ」の船内見学会
一般社団法人 鳥羽市観光協会

（☎ 0599－25－3019 0599－25－6358）
時７月29日㈮、13:30～ 15:00　
所鳥羽マリンターミナル
対伊勢市在住の人（中学生以下の人は保護者同伴）
内鳥羽港へ入港を予定している大型客船「飛鳥Ⅱ」の
船内見学会を開催します。　
定 50人（先着順）
申７月20日㈬（必着）までに、往復はがきに「飛鳥
Ⅱ見学希望」、参加者全員の住所・氏名・連絡先（携
帯電話番号）・生年月日を記入し、同協会（〒 517－
0022鳥羽市大明東町1 - 7）へ
※�天候などにより入港が中止になる場合がありますの
で、ご了承ください。
※現地集合・解散となります。

高所作業車運転技能講習会
三重県建設労働組合 伊勢支部

（☎ 23－5535 28－9031）
時 8月 29日㈪・30日㈫
所三重県建設労働組合 伊勢支部 第二会館（一之木4
丁目644-3）、大仲建設㈱ 土場（西豊浜町）
対 18歳以上で、①小型移動式クレーン技能講習修了
証取得者など・②普通自動車運転免許証取得者など
定 30人（先着順）
料①32,500円、②34,500円（いずれも教材費を含む）
申同支部へ

ひばりの音訳体験講座
伊勢市ひばり朗読奉仕会

（☎ 27－2425 27－2412）
時 9月 29日㈭・10月 8日㈯、13:30～ 15:30
所福祉健康センター　
内視覚障がい者が利用する印刷物を音声化する基礎を
学ぶ。声の出し方、広報いせなどの音声化、パソコン
による録音、ＣＤ製作。
定 10人（先着順）　
申 7月 15日㈮～9月 10日㈯までに同会へ

行政書士による無料相談会
三重県行政書士会 伊勢支部

（☎ 050－3738－6212  42－1557）
時 8月 3日㈬、13:30～ 16:00
所市役所本館・2階第1会議室
内相続手続き・遺言書、許認可申請、法人設立、権利
義務、契約書作成などの相談
定 10 人（事前予約 5人・当日受け付け 5人〔いず
れも先着順〕）
申事前に同支部へ

時とき　所ところ　対対象　　内内容
定定員　料料金　　申申し込み

9月15日号＝7月29日㈮
10月1日号＝8月15日㈪

掲載申し込み
締め切り

イベント掲示板＆みんなの広場
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㎝
×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着

色
画
材
は
自
由
、
自
作
・
未
発

表
の
も
の

応
募
方
法　
９
月
８
日
㈭
ま
で

に
、作
品
裏
面
に
応
募
用
紙（
各

学
校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）を
貼
り
、各
学
校

（
市
外
の
小
学
校
に
通
学
し
て

い
る
人
は
同
課
）
へ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
募
集

市
民
交
流
課

（
☎
21
―
５
５
４
９ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
市
民
活
動
の
中
間
支
援
施
設

「
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

指
定
管
理
期
間　
平
成
29
年
４

月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31
日

応
募
方
法　
９
月
１
日
㈭
～
30

日
㈮
に
、
申
請
書
を
同
課
へ

※�

募
集
要
項
・
申
請
書
は
７
月

19
日
㈫
～
28
日
㈭
に
、
同
課

で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。

人
権
尊
重
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

人
権
政
策
課
内
・

伊
勢
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会

（
☎
21
―
５
５
４
６ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
人
権
尊
重
の
重
要
性
や
、
人

の
命
の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
る

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

ポ
ス
タ
ー

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
小
・
中
学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙
（
38

㎝
×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着

色
画
材
は
自
由
、
自
作
・
未
発

伊
勢
市
の
景
観
絵
画
・

わ
が
町
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
を
募
集

都
市
計
画
課

（
☎
21
―
５
５
９
１ 

 

21
―
５
５
８
５
）

　
景
観
に
親
し
み
を
持
ち
、
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
内
に
あ
る
好
き
な
景
観

の
絵
画
お
よ
び
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

景
観
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
小
学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙
（
38

㎝
×
54
㎝
・
縦
横
自
由
）、
着

色
画
材
は
水
彩
絵
の
具
、自
作・

未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　
９
月
７
日
㈬
ま
で

に
、作
品
裏
面
に
作
品
個
票（
各

学
校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
を
貼
り
、
各
学

校
（
市
外
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
人
は
同
課
）
へ

わ
が
町
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
高
校
生
以

上
の
人

規
格　
３
０
０
万
画
素
以
上
、

プ
リ
ン
ト
の
場
合
は
四
つ
切
り

サ
イ
ズ（
25
・
4
㎝
×
30
・
5

表
の
も
の

応
募
方
法　
９
月
５
日
㈪
ま
で

に
、作
品
裏
面
に
応
募
用
紙（
各

学
校
に
配
布
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
を
貼
り
、
各
学

校
（
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
人
は
同
課
）
へ

標
語

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

規
格　
自
作
・
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　
９
月
５
日
㈪
ま
で

に
、
応
募
用
紙
（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

ま
た
は
、は
が
き
な
ど
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
作
品

を
記
入
し
、郵
送・フ
ァ
ク
ス・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
５
１
６
ー

８
６
０
１ 

岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
、

jinken@
city.ise.m

ie.
jp

）
へ

※�

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と
も
応
募

は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

㎝
・
縦
横
自
由
）、本
人
撮
影
・

未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　
９
月
７
日
㈬
ま
で

に
、
直
接
・
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
課
（
〒
５
１
６
ー
８
６
０

１
岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
、to

shikei@
city.ise.m

ie.jp

）

へ
。

共
通

◦�

作
品
の
対
象
は
、
市
内
に
あ

る
好
き
な
景
観（
ま
ち
並
み
、

自
然
風
景
、
歴
史
的
建
築
物

な
ど
）
と
し
ま
す
。

◦�

応
募
作
品
は
市
に
帰
属
し
、

　

�

景
観
啓
発
活
動
な
ど
に
使
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

バ
ス
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

交
通
政
策
課

（
☎
21
―
５
５
９
３ 

 

21
―
５
５
５
５
）

　
お
か
げ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
を

も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
ま
ち
を
走
る
バ
ス
を
描

い
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
小
学
生

規
格　
四
つ
切
り
画
用
紙
（
38

※�

市
役
所
本
庁
舎
の
改
修
工
事
に
伴

う
部
署
移
転
の
た
め
、
フ
ァ
ク
ス

番
号
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
８
月
20
日
㈯
～
26
日
㈮
…

 

20
―
３
１
５
１

　
８
月
27
日
㈯
～
… 

22
―
３
４
５
４

18広報いせ 平成28年7月15日号

情
報
コ
ー
ナ
ー

募集試験

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 
集



　

//w
w
w
.m
ie-kousha.

　

�or.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、郵
送
で
の
取
り

寄
せ
も
で
き
ま
す
。

裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験

津
地
方
裁
判
所

（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
４
８
７
６
）

受
験
資
格　
平
成
28
年
４
月
１

日
時
点
で
高
等
学
校
卒
業
後
２

年
以
内
の
人
、
ま
た
は
平
成
29

年
３
月
末
ま
で
に
高
等
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
人

第
１
次
試
験
日　
９
月
11
日
㈰

申
込
期
間

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
７
月
12

日
㈫
・
10
時
～
21
日
㈭

◦�

郵
送
（
簡
易
書
留
）
…
７
月

　

�

12
日
㈫
～
15
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

※�

詳
し
く
は
、
同
裁
判
所
へ
問

　

�

い
合
わ
せ
る
か
、
裁
判
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http:// 

　

�w
w
w
.courts.go.jp/

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

と
き　
10
月
22
日
㈯・23
日
㈰
、

９
時
～
17
時

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館

市
美
術
展
覧
会
の
開
催

と
き　
11
月
１
日
㈫
～
６
日
㈰

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館

伊
勢
市
民
ダ
ン
ス
＆
体
操

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
の

出
場
団
体
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５ 

 

23
―
８
６
４
１
）

　
演
技
発
表
の
出
場
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

と
き　
10
月
30
日
㈰
、
13
時
～

16
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　
小
俣
総
合
体
育
館

内
容　
10
人
以
上
の
チ
ー
ム
で

演
技
を
発
表(

発
表
時
間
は
原

則
５
分
以
内
と
し
、
種
目
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん)

参
加
費　

１
人
１
０
０
円(

保

険
代
を
含
む)

募
集
数　
25
団
体
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
８
月
30
日
㈫
ま
で

に
、
申
込
書
を
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
で
、
伊
勢
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
・
平
沼
さ
ん(

〒
５

１
６
ー
０
０
７
２ 

宮
後
２
丁
目

16
ー
23
、
☎･

 

25
ー
７
８
６

７)

へ
※�

申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額　
20
万
円

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

公
益
財
団
法
人
三
重
県
下
水
道
公
社

（
☎
０
５
９
８
―
53
―
２
３
３
１ 

 

０
５
９
８
―
53
―
４
８
６
７
）

と
き　
11
月
30
日
㈬
、
13
時
～

と
こ
ろ　
三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
（
津
市
一
身
田
上
津
部

田
１
２
３
４
）

申
し
込
み　
８
月
１
日
㈪
～
29

日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、

受
験
申
込
書
を
直
接・郵
送（
簡

易
書
留
）
で
同
公
社
（
〒
５
１

５
ー
０
１
０
４ 

松
阪
市
高
須
町

３
９
２
２
）
へ

※
受
験
申
込
書
な
ど
は
、
同
公

　
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http:

伊
勢
市
芸
術
祭

市
美
術
展
覧
会
の

作
品
を
募
集

観
光
文
化
会
館

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 
28
―
５
１
０
６
）

対
象　
平
成
13
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

◦�

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る

◦�

鳥
羽
市・志
摩
市・明
和
町・

　
度
会
郡
に
在
住
し
て
い
る

◦�

市
内
に
あ
る
文
化
団
体
に
加

入
し
て
い
る

募
集
部
門

◦�

平
面
造
形
部
門
…
絵
画
（
岩

彩
・
油
彩
・
水
彩
・
版
画
な

ど
）、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
（
手
書
き
・
エ
ア
ブ
ラ

シ・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
ど
）

◦�

立
体
造
形
部
門
…
床
お
よ
び

　

�

台
上
に
置
い
て
鑑
賞
す
る
立

体
的
な
作
品

◦�

工
芸
部
門
…
陶
芸
・
漆
芸・

金
工
・
木
竹
工
・
染
織
・
紙

　
工
芸
な
ど

◦�

写
真
部
門
…
単
写
真
・
組
み

写
真

◦�

書
部
門
…
漢
字
・
か
な
・
て

ん
刻
な
ど

募
集
作
品　

創
作
で
、
自
作・

未
発
表
の
も
の
（
各
部
門
１
人

１
作
品
の
み
）

※�

作
品
の
規
格
な
ど
は
、
募
集

　
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

募
集
要
項
と
出
品
申
込
書
は
、

　

７
月
11
日
㈪
以
降
、
同
館
、

　
�

文
化
振
興
課
（
小
俣
総
合
支

所
内
）、
市
役
所
本
館
・
１

　
階
総
合
案
内
、各
総
合
支
所
、

　
各
支
所
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

�

い
せ
ト
ピ
ア
、
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
配
布
し
ま
す
。
な

　

�

お
、
昨
年
度
の
出
品
者
に
は

郵
送
し
ま
す
。

出
品
料　
１
部
門
に
つ
き
１
０

０
０
円
（
平
成
10
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
人
は
無
料
）昨年の市美術展覧会
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都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
課

（
☎
21
―
５
５
９
１ 

 
21
―
５
５
８
５
）

　
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
を
行
う
、
都
市
計
画

審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
７
月
19
日
㈫
、
14
時
～

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
３
階

委
員
会
室

内
容　
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
学
校

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
都
市
計

画
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
変
更
素
案
に
つ
い
て

※�

傍
聴
の
受
け
付
け
は
、当
日・

13
時
30
分
か
ら
、
市
役
所
本

館
・
３
階
３
ー
３
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

環
境
課

（
☎
21
―
５
５
４
０ 

 

21
―
５
５
２
２
）

　
参
加
者
の
所
有
す
る
マ
イ
カ

ー
（
社
用
車
可
）
で
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
（
環
境
に
優
し
い
運
転
）

を
体
験
し
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

関
す
る
知
識
と
運
転
の
こ
つ
を

学
び
ま
す
。

と
き　
８
月
24
日
㈬
、
10
時
～

12
時

と
こ
ろ　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

◦�

運
転
免
許
取
得
後
、
１
年
以

上
の
運
転
経
験
が
あ
る
人

◦�

任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
る

自
動
車
で
あ
る
こ
と

◦�
普
通
乗
用
車
、小
型
貨
物
車
、

　

�
小
型
乗
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
車

で
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ
ッ

ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
）

　

�

を
装
備
し
た
自
動
車
で
あ
る

こ
と

講
師　
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
職
員

定
員　
５
人
（
５
台
）（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
７
月
15
日
㈮
～
８

月
10
日
㈬
に
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支

部
事
業
課
（
☎
０
５
９
ー
２
２

２
ー
２
３
０
０ 

０
５
９
ー
２

２
２
ー
２
３
０
６
）
へ

※�

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

　

て
い
る
人
は
無
料
で
す
が
、

　
そ
れ
以
外
の
人
は
参
加
費（
Ｊ

　

�

Ａ
Ｆ
会
員
１
０
２
８
円
、
非

会
員
２
０
５
７
円
）
が
必
要

で
す
。

予
算
額　
２
万
円

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

人
権
政
策
課

（
☎
21
―
５
５
４
６ 

 

21
―
５
６
４
２
）

と
き　
７
月
29
日
㈮
、
14
時
30

分
～
16
時
20
分

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
子
ど
も
を
叱
れ

な
い
大
人
た
ち
へ
～
少
年
院
面

接
委
員
が
語
る
現
代
青
少
年
の

心
～
」桂
才
賀
さ
ん（
落
語
家
）、

小
・
中
学
生
の
人
権
作
文
発
表

※�

手
話
通
訳・要
約
筆
記
通
訳・

　
赤
外
線
補
聴
シ
ス
テ
ム
あ
り
。

予
算
額　
約
54
万
円

原
爆
被
災
ポ
ス
タ
ー
展

人
権
政
策
課

（
☎
21
―
５
５
４
６ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
恒
久
平
和
を
願
い
、

原
爆
被
災
ポ
ス
タ
ー
展
を
行
い

ま
す
。

と
き　
①
７
月
22
日
㈮
～
８
月

２
日
㈫
、
②
８
月
３
日
㈬
～
12

日
㈮
（
い
ず
れ
も
各
施
設
の
開

館
時
間
内
の
展
示
と
し
、
最
終

日
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
①
市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、
二
見
総
合
支

所
、
②
小
俣
・
御
薗
総
合
支
所

糖
尿
病
教
室

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
23
―
５
１
１
１ 

 

27
―
２
３
１
５
）

と
き　
７
月
28
日
㈭
、
13
時
～

14
時

と
こ
ろ　
伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　
伊
勢
総
合
病
院
生
活
習

慣
病
予
防
チ
ー
ム
に
よ
る
講
座

「
災
害
時
に
お
け
る
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
心
構
え
～
知
っ
て
お

く
べ
き
準
備
と
対
策
～
」

増
養
殖
研
究
所
玉
城
庁
舎
の

一
般
公
開

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・

教
育
機
構
増
養
殖
研
究
所

　
同
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の

仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
玉
城
庁
舎
を
一
般

公
開
し
ま
す
。

と
き　
７
月
30
日
㈯
、
10
時
～

15
時
（
荒
天
時
は
31
日
㈰
に
順

延
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
あ
り
）

と
こ
ろ　
増
養
殖
研
究
所
玉
城

庁
舎
（
玉
城
町
昼
田
２
２
４
ー

１
）

内
容　
魚
や
貝
類
の
研
究
紹
介・

展
示
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
（
魚
と

触
れ
合
う
プ
ー
ル
）、
ミ
ニ
水

族
館
、
海
藻
の
し
お
り
作
り
な

ど （
☎
０
５
９
９
―
66
―
１
８
３
０ 

 

０
５
９
９
―
66
―
１
９
６
２
）タッチプール
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夏
休
み
親
子
映
画
会

公
益
社
団
法
人
伊
勢
法
人
会

（
☎
28
―
５
６
６
５ 

 

24
―
８
３
１
５
）

と
き　
①
８
月
20
日
㈯
・
②
24

日
㈬
、
13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　
①
観
光
文
化
会
館
、

②
阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
志
摩
市
阿

児
町
神
明
１
０
７
４
ー
14
）

対
象　
伊
勢
市
・
鳥
羽
市
・
志

摩
市
・
度
会
郡
内
に
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　
租
税
教
育
、
映
画
「
ベ

イ
マ
ッ
ク
ス
」
上
映

定
員　
①
１
２
０
０
人
、
②
５

０
０
人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
で
同

会
へ

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

　
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

天
体
望
遠
鏡
に
よ
る

星
の
観
察
会

大
仏
山
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
23
―
６
５
６
５ 

 

23
―
６
７
７
１
）

と
き　
８
月
10
日
㈬
（
雨
天
の

場
合
は
12
日
㈮
に
延
期
）、
19

時
30
分
～
21
時
（
受
け
付
け
は

19
時
～
）

と
こ
ろ　
県
営
大
仏
山
公
園
・

多
目
的
広
場
周
辺

内
容　
大
仏
山
公
園
か
ら
天
体

望
遠
鏡
で
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星

群
を
見
て
み
よ
う

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、

星
座
盤
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　
７
月
15
日
㈮
か
ら

同
事
務
所
へ

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

　

�

詳
し
く
は
同
事
務
所
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

家
族
介
護
者
交
流
事
業

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
☎
20
―
８
６
１
０ 

 

20
―
８
６
１
７
）

と
き　
９
月
13
日
㈫
、
10
時
～

15
時

と
こ
ろ

◦�

ハ
ー
プ
演
奏
会
…
ハ
ー
ト
プ

ラ
ザ
み
そ
の
・
２
階
教
養
娯

楽
室

◦�

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
…
旬
菜

　
食
健
ひ
な
野　
松
阪
ベ
ル
フ

　

�

ァ
ー
ム
店

◦�

交
流･

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
…
松

　
阪
農
業
公
園
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム

対
象　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

要
介
護
１
～
５
と
認
定
さ
れ
た

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
で
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人内
容　

介
護
に
関
す
る
相
談・

情
報
交
換
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
、
参
加
者
同
士
の
交
流･

リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

定
員　
40
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
７
月
25
日
㈪
ま
で

に
、申
請
書
を
同
協
議
会
本
所・

各
支
所
へ
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
同
協
議
会
本
所
へ

※�

開
催
１
カ
月
前
を
目
途
に
、

参
加
決
定
書
を
送
り
ま
す
。

優
秀
施
工
業
者
を
表
彰

検
査
室

（
☎
21
―
５
５
０
２ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
中
に

完
成
し
た
工
事
の
う
ち
、
成
績

が
特
に
優
秀
な
工
事
を
施
工
し

た
業
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
業
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◦�

土
木
一
式
工
事
部
門（
一
般
）

…
㈱
西
山
組〔
桧
尻
第
１
排

　
�

水
区
桧
尻
１
号
雨
水
幹
線
改

築
工
事
〕

◦�
土
木
一
式
工
事
部
門（
汚
水

　

�

管
渠
）
…
㈱
西
山
組
〔
中
央

宮
川
第
１
分
区
汚
水
幹
線
築

造
工
事
〕

◦
建
築
一
式
工
事
部
門
…
西
邦・

　
宮
本
特
定
建
設
工
事
共
同
企

　
業
体
〔
伊
勢
市
消
防
・
防
災

　

�

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
新
設
工

事
（
建
築
工
事
）
〕

◦�

水
道
施
設
工
事
部
門
…
㈱
山

信
工
業〔
市
道
八
日
市
場
高

　
向
線
配
水
本
管
布
設
替
工
事
〕

◦�

管
工
事
部
門
…
山
信
・
羽
田

　
野
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

　

�

体
〔
伊
勢
市
消
防
・
防
災
セ

　
ン
タ
ー（
仮
称
）新
設
工
事

　
（
機
械
設
備
工
事
）
〕

◦�

ほ
装
工
事
部
門
…
㈱
森
田
建

設〔
桧
尻
川
分
区
汚
水
管
渠

　
関
連
舗
装（
そ
の
２
）工
事
〕、

　
朝
日
土
木
㈱
伊
勢
営
業
所〔
国

　
道
42
号
舗
装
復
旧
工
事
〕

◦�

電
気
工
事
部
門
…
日
光
・
ア

　
ガ
タ
特
定
建
設
工
事
共
同
企

　
業
体
〔
伊
勢
市
消
防
・
防
災

　

�

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
新
設
工

事
（
電
気
設
備
工
事
）
〕

◦�

そ
の
他
工
事
部
門
…
㈱
山
野

　

建
設〔
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　

ー
解
体
工
事
〕、
朝
日
丸
建

　

�

設
㈱
〔
五
十
鈴
川
水
源
地
ほ

か
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
〕
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第
10
回
戦
没
者
な
ど
の

遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
を

請
求
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

福
祉
総
務
課

（
☎
21
―
５
５
５
７ 

 
21
―
５
５
５
５
）

　
請
求
手
続
き
が
済
ん
で
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
か
ら

裁
定
通
知
書
が
届
き
次
第
、
順

次
ご
案
内
の
う
え
国
庫
債
券
を

受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
か
ら
裁
定
通
知
書
が

届
く
ま
で
、
お
お
む
ね
１
年
以

上
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

就
労
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

就
労
準
備
支
援
事
業

特
定
非
営
利
活
動
法
人

い
せ
コ
ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト

（
☎
65
―
６
１
１
４ 

 

65
―
６
１
１
９
）

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
せ

コ
ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
「
就

労
準
備
支
援
事
業
」
を
実
施
し

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

市
民
交
流
課

（
☎
21
―
５
５
６
３ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
助
成
を
受
け
、
次
の

と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
こ
の
助
成

事
業
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

◦�

ニ
ュ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
大
仏
山
自

　

�

治
会
…
掲
示
板
ほ
か
自
治
会

活
動
備
品
の
整
備

◦�

浦
口
自
治
連
合
会
…
カ
ラ
ー

　

�

複
合
機
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
の
整
備

◦
上
区
自
治
会
…
太
鼓
の
整
備

◦�

浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
…
防
災
備
品
の
整
備

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会

（
☎
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１ 

 

０
３
―
３
２
６
１
―
９
１
９
１
）　

　
同
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
補
助
を
受
け
「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で

の
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
行

う
も
の
で
、
父
親
な
ど
が
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
て
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※�

日
程
・
地
域
な
ど
、
詳
し
く

は
同
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　
月
曜
日・火
曜
日・

木
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）、
10
時
～
17
時

対
象　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い

る
、
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安

が
あ
る
、
就
労
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
す
ぐ

に
は
事
業
所
な
ど
で
の
就
労
が

困
難
な
人

内
容　
利
用
者
に
応
じ
た
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
一
般

就
労
に
就
く
準
備
と
し
て
、
基

礎
的
能
力
の
形
成
を
支
援
し
ま

すプ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

◦�

日
常
生
活
自
立
支
援
…
生
活

リ
ズ
ム
を
整
え
る

◦�

社
会
生
活
自
立
支
援
…
就
労

　

�

の
前
段
階
と
し
て
、
他
者
と

の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　

�

ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る

◦�

就
労
自
立
支
援
…
就
労
活
動

に
向
け
た
技
法
や
知
識
を
習

得
す
る

※�

相
談
費
用
や
利
用
料
は
無
料

で
す
。
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市
有
地
を
売
却

用
地
課

（
☎
21
―
５
５
６
２ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
下
表
の
市
有
地
を
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格

を
満
た
す
個
人
・
法
人
（
入
札

保
証
金
が
必
要
）

申
し
込
み　
８
月
15
日
㈪
～
19

日
㈮
に
、
申
込
書
と
添
付
書
類

を
直
接
同
課
へ

入
札
日　
８
月
24
日
㈬

※�

入
札
が
不
調
と
な
っ
た
場
合

は
、入
札
日
の
翌
日
か
ら
先

着
順
に
売
却
し
ま
す
。

※�

入
札
案
内
は
、同
課
・
各
総

　

�

合
支
所
生
活
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、市
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
告

所在地 御薗町高向字下千田606番5 大湊町字稲荷裏422番 47 大湊町字稲荷裏422番 48
面　積 86.92㎡（約26.3坪） 159.24㎡（約48.3坪）243.45㎡（約73.8坪）
地　目 宅地 宅地 宅地

建ぺい率（容積率） 60%（200%） 60%（200%） 60%（200%）
用途地域 第二種住居地域 第一種住居地域 第一種住居地域

最低売却価格 2,430,000円（※） 756,000 円 1,160,000 円

市有地売却物件

　
市
で
は
、
平
成
28
年
熊
本

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
を
支
援
す
る
た
め
、
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
（
２
９
９

万
９
２
５
円
）
は
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
へ

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
受
付
期
間
を

延
長
し
、
引
き
続
き
義
援
金

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
平
成
29
年
３
月
31
日

㈮
ま
で

受
付
方
法　
義
援
金
箱
の
設

置設
置
場
所　
市
役
所
本
館
・

１
階
総
合
案
内
、
東
庁
舎
・

２
階
福
祉
総
務
課
、
各
総
合

支
所
、
各
支
所
、
伊
勢
総
合

病
院
（
総
合
案
内
、
健
診
セ

ン
タ
ー
）
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
伊
勢
図

書
館
、
小
俣
図
書
館
、
観
光

文
化
会
館

平
成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
の

　
　
　
　
　
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す

福
祉
総
務
課（
☎
21
―
５
５
５
７ 

 

21
―
５
５
５
５
）

（※）�当該物件には、地下にコンクリート塊が残置されていますので、最低売却価格は、その撤去
費用相当額を控除しています。
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第193号
伊勢市情報戦略局 広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕1丁目7番29号 0596-21-5515 0596-22-9699FAX
（パソコン用）http://www.city.ise.mie.jp（携帯電話用）http://www.city.ise.mie.jp/m/ 伊勢市役所 検 索

広報いせ発行事業費〔予算額〕
2,980万円（24回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

0000-000-000 通話料無料
フリーダイヤル

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　838万1千円

問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）

ise-koho@city.ise.mie.jp
URL

伊勢市
携帯サイト

FAX

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、
高齢・障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡してください。

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

平成28年7月15日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

移転部署名 現在の場所 仮移転場所 移転日（平成 28 年）

交通政策課 東庁舎２階 旧消防本部・消防署１階 ８月  ６日㈯
用地課 東庁舎３階 旧消防本部・消防署１階 ８月  ６日㈯
検査室 東庁舎３階 旧消防本部・消防署１階 ８月  ６日㈯
農業委員会事務局 御薗総合支所２階 御薗総合支所１階 ７月 24 日㈰
御薗・生活福祉課 御薗総合支所１階 御薗総合支所１階 ７月 24 日㈰
環境課 東庁舎２階 御薗総合支所２階 ７月 31 日㈰
市民交流課 東庁舎３階 御薗総合支所２階 ８月 20 日㈯
選挙管理委員会事務局 東庁舎４階 御薗総合支所２階 ８月 20 日㈯
人権政策課 東庁舎３階 小俣総合支所１階 ８月 27 日㈯
監査委員事務局 東庁舎４階 小俣総合支所１階 ８月 27 日㈯
小俣・生活福祉課 小俣総合支所１階 小俣総合支所１階 ８月 27 日㈯
教育研究所 小俣総合支所３階 旧さくらぎ保育所 ８月 28 日㈰

第 1回目の移転部署

 旧消防本部・
消防署

御薗
総合支所

小俣
総合支所

旧さくらぎ
保育所

　市役所本庁舎の改修工事に伴い、一部の部署が
第１回目の移転を行います。
　仮移転の期間中は、ご不便をお掛けしますが、
ご理解・ご協力をお願いします。

市役所本庁舎の改修工事に伴い
　　　　一部の部署が移転します

※詳しくは、「広報いせ」
６ 月 15 日 号（10 ～
11 ページ）をご覧く
ださい。

※電話番号は変更ありま
せん。ファクス番号に
ついては、一部変更に
なりますので、各課へ
問い合わせてください。

◦交通政策課
◦用地課
◦検査室

◦教育研究所◦監査委員事務局
◦人権政策課
◦小俣・生活福祉課
　（同一階層内の移転）

◦社会教育課（現状の配置）

◦農業委員会事務局
◦御薗・生活福祉課
　　　　　　（同一階層内の移転）
◦環境課
◦市民交流課
◦選挙管理委員会事務局
◦農林水産課（現状の配置）

（神田久志本町
　　1436 番地１）

（桜木町 55 番地１）（小俣町元町
　　　540 番地）

（御薗町長屋
　　　1221 番地）

管財契約課（☎２１-５５２６　 ２１-５５２２）


